





Addition of the Function to Satisfy Constraints of  













































Project Scheduling Problems with time-dependent）をモデルとしたプロジェクト























pj,m：作業 j のモード m における長さ
Rk(t)：時刻 t におけるリニューアル型リソース k の使用可能最大量
rj,m,k(t)： 作業 j のモード m における開始から t 時間経過後のリソース k の必
要量
An: ノンリニューアル型リソース n の総使用可能量
aj,m,n：作業 j のモード m におけるリソース n の総必要量
αh,j, βh,j： 任意の二つの作業，j と h に対して事前に与えられた整数（負でも可）
 1：作業 j が時刻 t で開始される時（優先実施時刻帯として所与）
Hj,t 
 0：それ以外






























































































1 J  （6）

















































　②属性 Pi の勤務シフトが最低 xt 個以上必要（下限制約）。
　③属性 Pj のシフトは、同時刻に割り付けられない（作業の離接制約）。
　勤務の並びの制約に関する制約として、一人の人員に対して、
　④属性 Pk のシフトは、間隔を yk 以上あける（作業間隔の制約）
　⑤ 属性 Pl のシフトは、連続できる最大回数が m 回以下であり、それ以上の
場合は n 日以上あける（並びの制約）。







人員 1 2 3 ･････ T ??????
m1 1 0 1
m2 0 0 1
m3 1 1 0
： ： ： ：














































































　・あるリソースに対して m 回以上の連続禁止（と次の作業間隔 n）











　　c：パラメータ p,q を用いて p 回までの連続義務、その次は q 時間あける
　　m：パラメータ p を用いて p 回までの連続許可
　　h：高さ h 以下になるように
　　t：同時消費

























































































































　　P ← P + 1;
　　b ← P 番目の L のアイテム ;
　　if（L=φ）
　　{
　　　　if（H - b >= m）then
　　　　　　b ← b - 1;




　　P ← P + 1;
　　a ← P 番目の L のアイテム ;
　　if（a - b >= m）then　// 時間帯の間隔が m 以上
　　{
54
　　　　 a ← a + 1;// 可能端点の初めを一つ増やす。そこに入れば m 以上の
連続になるため

























c1:V ,R1, X [,OP1,OP2,...]
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